
県民活動推進計画 新旧体系図 

【主な変更点】 

○ 前計画では、施策の方向性として、「１ 県民活動への理解や参加の促進」と別に、オリ・パラ開催に   

向け、「２ 地域コミュニティを支える人材づくり」（都市ボランティアの育成・運営等）を立てていたが、

オリ・パラ終了に伴い、施策の方向性を整理したい。 

○ 具体的には、「１ 県民活動への理解や参加の促進・定着」とし、その中の行動計画に「（３）様々な県民

活動で活躍する人材づくり」を追加したい。 

○ 前計画の行動計画「２（２） 東京2020大会を契機とした人材づくりとレガシーの創出」については、

ボランティア活動への意欲を絶やすことなく、更なる活動へつなげ、定着させていくため、施策の   

方向性「１ 県民活動への理解や参加の促進・定着」や「２ 市民活動団体等の基盤強化等の支援」の    

取組として実施することとする。 
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（２）市民活動団体等と県行政・市町村行政の 
協働の推進 

（１）地域コミュニティにおける様々な主体の連携・ 
協働の推進 

（２）中間支援組織の機能強化支援 

（１）市民活動団体等の組織運営力等の向上支援 

 ３ 市民活動団体等 
  の基盤強化等の支援 

４ 地域の様々な主体と 

市民活動団体等の連携 

・協働の促進 

（２）東京2020大会を契機とした人材づくりと 
レガシーの創出 

（１）様々な県民活動で活躍する人材づくり 

 ２ 地域コミュニティ 

   を支える人材づくり    

 １ 県民活動への 
  理解や参加の促進 

（１）県民活動の普及啓発の推進 

（２）県民活動を体験する機会の提供 誰
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 １ 県民活動への理解 

や参加の促進・定着 

 ２ 市民活動団体等 
  の基盤強化等の支援 

３ 多様な主体による 

連携・協働の促進 

（１）地域コミュニティにおける様々な主体の連携・ 
協働の推進 

（２）市民活動団体等と県行政・市町村行政の 
協働の推進 

（２）中間支援組織の機能強化支援 
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（１）市民活動団体等の組織運営力等の向上支援 

（１）県民活動の普及啓発の推進 

（２）県民活動の体験機会の提供と定着の促進 

狙い：裾野の拡大 

狙い：人材づくり 

狙い：団体支援 

狙い：協働による地域づくり 

狙い：裾野の拡大 
     人材づくり 

狙い：団体支援 

狙い：協働による地域づくり 
  

（３）様々な県民活動で活躍する人材づくり 

（３）民が民を支える仕組みの普及・支援 

（３）民が民を支える仕組みの普及・支援 

＜施策の方向性＞ ＜行動計画＞ 
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